
 

【 校 訓 】 

身体健全 （りっぱなからだになれ） 

意思堅忍 （しっかりしたきしょうをもて） 

感情高尚 （やさしいこころをそなえよ） 
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明治36年（1903年）制定 

大正14年（1925年）制定 
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梅の花 

優しい心 

ダイヤモンド 

（金剛石） 

強くて堅い意思 

【校歌制定の趣旨】 

「本校々歌は本校訓育の方針を児童に体得せしめ、その精神を永久

に植え付けんとして制定せるものなり。本校には訓育の目標たる

校訓あり、これが象徴たる校旗あり而して学校精神を表わせる校

歌を歌うことによって、一層その意識を盛にしていよいよもって

その心魂を培わんとするものなり。」 

昭和３年（1928年）制定 

校章（校旗）の精神 


